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1. 業績予想について

2023年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2022年９月30日）

（単位：百万円、％）

売　上　高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 2,837 31 25 14 １円22銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 2,632 43 39 25 ２円15銭

増 　減　 額 (Ｂ)－(Ａ) △ 205 12 14 11 ─

増　　減　　率 △ 7.2 38.7 56.0 78.6 ─

（ご参考）前期第２四半期実績

2,457 △ 6 △ 12 △ 38 △３円31銭

2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日）

（単位：百万円、％）

売　上　高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 5,697 95 82 50 ４円25銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 5,430 95 82 50 ４円25銭

増 　減　 額 (Ｂ)－(Ａ) △ 267 ─ ─ ─ ─

増　　減　　率 △ 4.7 ─ ─ ─ ─

（ご参考）前期実績

5,084 17 6 2 ０円20銭

2023年３月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正（2022年４月１日～2022年９月30日）

（単位：百万円、％）

売　上　高 経 常 利 益 四半期純利益
１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 2,208 3 0 ０円05銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 2,036 17 12 １円10銭

増 　減　 額 (Ｂ)－(Ａ) △ 172 14 12 ─

増　　減　　率 △ 7.8 466.7 ─ ─

（ご参考）前期第２四半期実績

1,825 △ 57 △ 62 △５円31銭

2023年３月期通期個別業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日）

（単位：百万円、％）

売　上　高 経 常 利 益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 4,387 24 13 １円10銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 4,200 24 13 １円10銭

増 　減　 額 (Ｂ)－(Ａ) △ 187 ─ ─ ─

増　　減　　率 △ 4.3 ─ ─ ─

（ご参考）前期実績

3,832 △ 54 △ 31 △２円67銭
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業績予想の修正に関するお知らせ

(2022年３月期第２四半期)

(2022年３月期)

(2022年３月期)

記

(2022年３月期第２四半期)

最近の業績動向を踏まえ、2022年５月10日に公表しました2023年３月期第２四半期(累計)及び通期業績予想を下

記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。

zaikei
新規スタンプ



2. 修正の理由

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

　　　実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以　上

2023年３月期第２四半期(累計)の業績は、建設・梱包向(個別)において、資材価格高騰により建築コストが上がった

結果、買い控えが発生したこと等により持家の住宅着工戸数が減少し、売上高は減収となる見込みであります。利益は

販売価格の改定が徐々に進展したこと、生産性の向上、固定費の削減等により利益率が改善し、増益となる見込みであ

ります。

一方、電気・輸送機器向(連結子会社㈱ナテック)は、自動車向けで部品・半導体不足の解消が遅れ、自動車メーカー

の減産が続いたため、売上高は減収、利益も減益となる見込みであります。

以上のことにより、2023年３月期第２四半期(累計)連結・個別業績予想は、前回予想と比べ減収増益となる見込みで

あります。2023年３月期通期連結・個別業績予想は、前回予想と比べ売上高は減収となる見込みであり、利益につきま

しては前回予想を据え置いております。


